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市
体
育
協
会
の
加
盟
団
体
か
ら
、

今
回
は
薩
摩
川
内
市
陸
上
競
技
協

会（
通
称
：
陸
協
）を
紹
介
し
ま
す
。

【
沿
革
】

　

ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
は｢

気
晴
ら

し
・
遊
ぶ
・
楽
し
む｣

と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
戦
後
間
も
な
い
疲ひ
へ
い弊
し

た
市
民
の
心
を
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ

て
鼓こ

ぶ舞
し
よ
う
と
、
昭
和
23
年
４

月
、
当
時
陸
上
競
技
を
愛
好
し
て

い
た
永な
が
さ
と里

一か
ず
き記

氏
、
福ふ

く
ざ
き﨑

春は
る
し志

氏
、

山や
ま
ぐ
ち口
喜き
い
ち市
氏
ら
に
よ
っ
て
発
足
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
16
年
10

月
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
現
在

の｢

薩
摩
川
内
市
陸
上
競
技
協
会｣

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
66
年
間
に
わ
た
り
、｢

よ

り
早
く
・
よ
り
高
く
・
よ
り
遠
く｣

を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
精
神
の
普
及
・
定
着
を
図
っ
た
こ

と
で
、
世
界
で
活
躍
す
る
選
手
た
ち

も
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
会
員
62
人
で
活
動
し

な
が
ら
、
そ
の
精
神
を
引
き
継
い

で
い
ま
す
。

【
活
動
内
容
】

　

戦
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た｢
市
民

運
動
会｣

の
運
営
協
力
、
昭
和
30
年

代
の｢

新
田
八
幡
宮
断
郊
マ
ラ
ソ
ン

大
会｣

、
加
え
て
昭
和
40
年
代
か
ら

は｢

校
区
対
抗
駅
伝
大
会｣

｢

市
民

健
康
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会｣

｢

ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会｣

な
ど
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
６
年
に
全
天
候
型

の
川
内
陸
上
競
技
場
が
建
設
さ
れ

た
の
を
機
に
、
小
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
を
対
象
と
し
た｢

陸
上
記
録

会｣

や「
公
認
大
会
」を
開
催
す
る
一

方
、
県
外
の
強
豪
チ
ー
ム
の
合
宿

時
に
併
せ
、｢

陸
上
教
室｣

や｢

指
導

者
と
の
情
報
交
換｣

な
ど
も
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
県
下
一
周
駅
伝
競
走

大
会
の
中
継
審
判
や
自
主
交
通
整

理
員
な
ど
の
運
営
協
力
も
、
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

【
定
期
的
な
活
動
】

・
陸
上
記
録
会（
６
月
・
11
月
）

・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会（
12
月
）

・
陸
上
教
室（
不
定
期
）

　

な
ど

【
お
知
ら
せ
】

　

現
在
、
当
協
会
で
は
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
会

長
ま
た
は
理
事
長
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

陸
上
記
録
会
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
市
体
育
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
案
内
し
ま
す
。
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介 氏（東郷町出身）

1986年北京マラソン大会優勝
記録：２時間７分35秒（当時世界第３位）

◎川
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記録：10秒11（日本歴代８位）＊左側の選手

◎橋
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志 選手
（川薩清修館高校出身）

2012年世界ジュニア
陸上選手権200Ｍ出場
記録：20秒35
 （日本歴代７位）

◎陸上記録会の写真（スタート時の様子）

世界で活躍した
　主な郷土出身選手

　　　　　  　第 30 回国民文化祭・かごしま 2015　薩摩川内市５主催事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　     平成 27 年 10 月 31 日（土）～ 11 月 8 日（日）実施

　

新
た
に
策
定
し
た｢

第
２
次
薩
摩

川
内
市
総
合
計
画｣

に
つ
い
て
、
今

回
は
本
市
が
取
り
組
む
べ
き
ま
ち

づ
く
り
の
主
な
現
状
と
課
題
を
次

の
よ
う
に
整
理
し
ま
し
た
。

　　

本
市
の
人
口
は
、
平
成
37
年
に

は
９
万
人
を
割
り
込
む
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
口
構
造
か
ら
見

る
と
年
少
人
口（
15
歳
未
満
）・
生

産
年
齢
人
口（
15
歳
以
上
65
歳
未

満
）の
割
合
が
減
少
す
る
一
方
で
、

老
年
人
口（
65
歳
以
上
）の
割
合
は

増
加
し
、
さ
ら
に
少
子
・
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
資
源
や
特
性

を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
全
体
が
急
速
に
変
化
す
る

中
で
、
本
市
に
お
い
て
も
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
や
進
出
企
業
の
撤

退
に
よ
る
雇
用
機
会
の
喪
失
な
ど
、

深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
を
拠
点
に
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
動
・
挑
戦
す
る
人

材
や
地
域
活
動
な
ど
に
新
た
に
取

り
組
む
人
材
を
確
保
・
育
成
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
17
年
度
に
市

内
48
地
区
に
お
い
て
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、
地

域
力
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
が
展
開

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
構
成
員
の
高
齢
化
が
進
み
、

今
後
の
活
動
を
維
持
・
存
続
さ
せ

る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
市
民
の
さ
ら
な
る
自
治

意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

活
動
の
担
い
手
を
確
保
し
、
活
性

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
雇
用
と
経
済
は
長
引
く

不
況
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
積
極
的
な
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
を
展
開
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
加
え
て
、
食
品
、
観
光
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
・
介
護
関
連
な

ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
を
地
域
成
長

戦
略
に
位
置
付
け
、
起
業
や
転
業

な
ど
の
新
産
業
創
出
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
・

観
光
の
推
進
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
な
ど
、
経
済
活
動
を
活
性
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
火
力
発
電
所
や
原

子
力
発
電
所
が
あ
り
、
九
州
地
域

に
お
け
る
有
数
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
基
地
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
賢
い
作
り
方
や

使
い
方
を
考
え
た
ま
ち
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
対
す
る
市
民
の
意
識
の
向
上
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
し
た
産
業
振

興
な
ど
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
原
子
力

発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
、
国
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
新
規
制
基
準

に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
原
子

力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
順
次
稼

働
に
向
け
た
手
続
き
が
進
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
防
災
に
つ

い
て
は
、
広
域
避
難
計
画
の
策
定

な
ど
、
災
害
時
の
安
全
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
万
一
の
原
子
力
災
害
発

生
時
に
お
け
る
災
害
対
応
体
制
の

充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク（
国
・
自

治
体
な
ど
の
公
的
機
関
に
よ
っ
て

整
備
さ
れ
た
道
路
、
港
湾
、
水
道
、

公
園
な
ど
の
社
会
資
本
の
量
）の
老

朽
化
対
策
が
課
題
に
な
る
中
、
公

共
施
設
数
の
抑
制
と
施
設
の
管
理

運
営
の
効
率
化
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
道
路
や
橋
梁
な
ど
の
整
備
改
修

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
効
果
的
な
公
共
施
設

の
在
り
方
の
検
討
や
緊
急
性
の
高

い
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
計
画
的
に

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
自
然
・
産
業
・
文

化
や
土
地
利
用
な
ど
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

市
内
全
域
に
お
け
る
人
口
減
少
な

ど
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

な
ど
の
維
持
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
各
地
区
の
機
能
分
担

と
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

機
能
集
約
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

計
画
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

市
内
の
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
図
書
館
な
ど
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

http://w
w

w
.city.

satsum
asendai.lg.jp

第２次薩摩川内市総合計画

21 20広報薩摩川内　2015.6.102015.6.10　広報さつませんだい


